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　1976 年（昭和 51 年）に歯科医師となって 47 年が経ちました。歯科医師と

していつも考え続けていることは、患者さんをもっと健康に、もっと幸せにし

たいということです。

　1984 年、開業して５年目に歯科診断ソフト（後の DentalXR）を開発し、

プラネット社とともに全国展開して 39 年が経過、DentalXR は現在約 6,000 軒

の歯科医院で使用されるソフトとなりました。

　また医療技術面では、400 年前と同じ形状の入れ歯では歯の機能改善は不十

分で、もっと噛める義歯を患者さんに提供したいと、スウェーデンにインプラ

ント治療を学びにいきました。その後、スウェーデンの大学の教授らの協力で

インプラント教育センターを開設、インプラント教育に携わって 26 年が経過

し、受講者は 3,800 名を超えました。現在は、予防歯科から全身健康歯科、そ

して幸福歯科を提唱し活動しています。

　私は、歯科医療に携わるなかで、歯科界にはなかったものを他の業界、他国

の人たちとコラボレーションし、そしてイノベーションしてきました。それが

私の歯科医師人生となっています。本書では、多くの歯科医院の先生やスタッ

フの方たちに、私たちは、患者さんをもっと幸せにできる仕事に従事している

ことを伝え、皆さんに、仕事を通じて生きがいのある人生を送っていただきた

いという想いで発刊いたしました。

　本書で紹介している杉本先生との出合いは、原歯科でのインプラント研修会

がきっかけです。その後、スウェーデンのインプラント研究会に私と一緒に参

加されています。また、出身大学も同じで先輩と後輩の間柄でもあります。コ

ロナ禍で大変なときに、DFT（Dental Facial Treatment）の研修会にスタッ

フの三宅さんとご一緒に参加されて、院長室を DFT ルームに改造して本格的

に取り組み、いまは同じ志で活動されています。DFT を知ってから、この取

り組みを軌道に乗せるまで、読者の皆さんが実践しやすい内容を、わかりやす

く具体的にまとめていただくようご協力いただきました。

　患者さんとともにスタッフをも幸せにする DFT という新しい取り組みを、

ご体験いただければ幸いです。

原歯科　原 正幸
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